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昭和46年２月１日現在

世帯数　2、634戸

人口

男　5、866人

女　6、232人

計12 、098人

春季全国火災予防運動（2 、28～3 、13）

新成人者（その 匸）藤田地区
希望に満ちて進むことは到達することよりもすぐれたことてある

そして真の成功は努力することてある （ステイヴンソン）

あ
ぶ
な
い
／・
消
し
忘
れ
切
り
忘
れ

火
災
現
場
へ
の
車
の
乗
り
入
れ
は
消
火
作
業
の
防
げ
ぶ
・

み
ん
な
で
注
意
し
よ
う

全
国
い
っ
せ
い
実
施
事
項

１
地
域
ぐ
る
み
の
防
火
総

点
検

昭
和
四
十
五
年
十
一
月
末

日

ま
で
の
出
火
件
数
は
四

十
四
年
同
期
よ
り
約
七
、

六
〇
〇

件
増
加
し
五
七
、

六
〇
〇
件
に
及
ん
で
お
り

そ
の
う
ち
建
物
火
災
は
約

三
三
、
二
〇
〇
袢
で
そ
の

過
半
数
を
占

め
て
お
り
ま

す
。
秋
の
火
災
予
防
運
動

で
実
施
し
た
わ
が
家
の
防

火
総
点
検
を
さ
ら
に
一
歩

進
め
、
こ
れ
を
部
落
な
ど

地
域
ぐ
る
み
の
運
動
と
し

て
個
々
の
家
庭
は
も
と
よ

り
地
域
の
防
火
総
点
検
の
一
層
の

徹
底
を
期
す
る
。

２

た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
寝
た
ば
こ

。は
や
め
ま
し

ょ
う
。

３

外
出
、
寝
る
前
の
火
の
元
点
検

を
励
行
し
ま
し
ょ
う
。

４
車
輛
火
災
の
防
止

巾
　
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
と
禁

煙
車
内
に
お
け
る
喫
煙
は
や

め
ま
し
ょ
う
。

⑦
　
危
険
物
品
の
車
内
持
込
は

や
め
ま
し

ょ
う
、

③
　
車
輛
の
点
検
整
備
と
消
火

器
の
維
持
管
理
を
し
っ
か
り

し
ま
し
ょ
う
。

５

山
火
事
予
防
運
動

巾
　
た
き
火
の
跡
始
末
を
完
全

に
し
ま
し
ょ
う
。

叨
　

た
ば
こ
の
吸
穀
は
か
な
ら

ず
消
し
ま
し
ょ
う
。

③
　
火
入
れ
の
許
可
を
必
ず
と

り
ま
し

ょ
う
。

み
ん
な
で
注
意

今
年

こ

そ
無
火
災
で

税
務
だ
よ
り

所
得
税
の
確
定
申
告
始
ま
る

所
得
税
は
、
一
年
間
の
所
得
と

税
額
と
を
納
税
者
自
身
が
計
算
し

て
確
定
申
告
を
し
、
納
税
す
る
こ

と
を
た
て
ま
え
と
し
て
お
り
、
モ

の
期
間
は
二
月
十
六
日
か
ら
三
月

十
五
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

商
工
業
、
農
業
な
ど
の
事
業
所
得

者
や
医
師
、
弁
護
士
な
ど
の
自
由

業
の
人
の
ほ
か
、
給
与
所
得
者
で

も
、
給
与
以
外
に
五
万
円
以
上
の

所
得
の
あ
る
人
な
ど
は
確
定
申
告

が
必
要
で
す
。
ま
た
、
税
金
の
還

付
を
受
け
る
こ
と
の
で
き
る
人
も

確
定
申
告
が
必
要
で
す
。

確
定
申
告
書
を
提
出
し
た
人
は

個
人
事
業
税
、
住
民
税
の
申
告
書

を
、
提
出
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。

贈
与
税
の
申
告
は
お
早
め
に

昨
年

Ｔ
年
間
に
も
ら
っ
た
土
地

や
家
屋
　

有
仙
証
券
な
ど
の
財
産

の
価
紗
か
匹一
ナ

カ
円
を
こ
え
る
と

き
は
　
贈
与
税
が
か
か
り
ま
す
。

ま
た
　

と
十
五
年
中
に
も
ら
っ
た

財
産
の
合
訓
額

が
四
十
万
円
以
にＩ

で
も
　
同
じ
人
か
ら
前
年
、
ま
た

は
前

々
年
に
二
丿
力
円
を
こ
え
る

財
産
を
も
ら
っ
た
場
合
に
も
、
贈

与
税
が
か
か
り
ま
す

．

贈
与
税
は
、
親
と
子
、
夫
と
妻

な
ど
の
親
族
の・
間
で
行
な
わ
れ
る

こ
と
が
多
い
の
て
、
忘
れ
が
ち
で

す
贈
与
税
の
申
告
と
納
税
は
、
二

月
一
日
か
ら
三
月
十
五
日
ま
で
に

な

’・
て
い
ま
す
、

町
県
氏
税
の
申
告
相
談
囗
の
か
知
ら
せ

町

県

民
税

の
申

告

は
、

三
月

十

五

目
ま

で

に
申

告

し

て
い

た

だ
く

こ

と

に
な

っ
て

い

ま
す

が
当

町

で

は

二
月

十

八
日

よ
り
下

記

の
日

程

に

よ
り

申

告
相

談

陶
を

開

設

い
た

し

ま
す

か

ら
指

定

の
冂

に
乃

障

繰

合

せ
・刀

上

お
い

て
下

さ

い
、

口

申

告

相
談

凵

に

は
次

の

も
の

を

準
備

し

て
下

さ

い
。

１

、
印

鑑
を

持

参
す

る

こ
と

（
／
、

士
・昴
保

険

及

び
生

命
共

済

、

建

物

共
済

加

人
者

は

払
込

を

証

明

す

る
も

の

を

必
ず

持

参
す

る

３

、

支

払
医

療

費

が
所

徇
金

鈴

の

ｈ

％

を
超

え
る

と
き

は
　

支

払

額

を

証
明

す

る

も
の

を
持

参
寸

る
こ
と

弋

農
業
共
済
の
三
割
以
上
の
被

害
が
あ
っ
た
方
は
、
共
済
組
合

の
陂
省
証
明
書
を
抛

小
し
て
１

さ
い

５
、
申
偕
名
及
ひ
家
族
の
方

が
日

胚
、
出
淙
等
を
し
て
い
る
場
合

は
　
・
庖
入
金
を
調
べ
て
来
て
下

さ

卜

６

、
事
業
（
商

売
）
を
し
て
い
る

方
は
総
仕
入
額
、
総
売
上
額
、

経
費
を
謳
ぺ
て
米
て
下

さ
い

７
－
　
大
長
具
及
び
、
自
転
車
等
を

四
十
五
年
中
に
購
入
さ
れ
た
方

は
必
ず
受
領
書
を
持
参
し
て
下

さ
い
ク
日
動
取
に
つ
い
て
は
四

十
五
年
中
に
購
入
し
た
も
の
に

か
か
わ
ら
ず
、

‘
自
動
車
届
出
済

証
及
び
、
車
検
証
を
必
ず
持
参

し
て
下
さ
い
。
購
入
年
見
目
金

額
等
が
明
確
で
な
い
場
合
は
、

控
除
対
象
外
と
い
た
し
ま
す
。

申
告

相
談

川
程

２
月
1
8口
（
木
‘
小
坂
・
太
田
川

・
泉
出
上
・
泉
田
中
・
板
橋

２
月
1
9日
（
金
・・
泉
田
下
・
前
田

・

鳥
収
・
内
谷
東
・
内
谷
西

２
月
2
0日
（
土
）
貝
田
・
大
木
戸

３
月
Ｚ
凵
｛
火
丿
山
根
・
高
城
・

光
明
寺

３
月
３
日
（

水
）
大
枝
全
域

３
月

う
凵
（
金

）
森
江
野
第
１
・

第
２
・
第
３

・
第
４

３
月
６

凵
（
土
）
森
江
野
第
ｂ
・

第
６

・
第
７
・
第
８

・
第
９

３
月
８

凵

’
月

｝
森
汪
野
第
Ｊ

・

第
凵
・
第
フ

・
駅
前
・
錙
町

３
月
９
日
（
火
）
大
・川
南
・
大
町

北
・
本
町
・
宮
町
南
・
宮
町
北

・
源
宗
山

３
月
1
0口
（
水
）
町
東
・
鶉
町
・

山
崎
北
・
産
山
・
山
崎
南

３
月
卜
卜
（
木
）
石
毋
田

全
域

相
談
会
場
、
時
間
は
各
地
区
と
も

役
場
大
会
議
室
で
午
前
９
時
よ
り

午
後
４
時
ま
で
行
い
ま
す
。

※
税
務
署
又
は
県
税

坤
務
所
よ
り

通
知
の
あ
っ
た
方
に
つ
い
て
は
前

記
の
日
程
と
別
で
す
か
ら
指
定
の

日
時
場
所
に
お
い
で
下
さ
い
。

催

し

も

の
索

内

囲
碁
大
会

今
年
は
町
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
落

成
を
記
念
し
次
に
よ
り
開
催
い
た

し
ま
す
。

一
、
主
催
　
国
見
町
公
民
館

国
見
町
囲
碁
同
好
会

二
、
後
援
　
福
島
民
報
社

三
、
日
時
　

二
月
二
十
八
日
（
日
）

午
前
十
時
開
始

四
、
会
場
　
町
民
砿
祉

セ
ン
タ
ー

五
、
参

加
資
格
　
囲
碁
愛
好
者
、

初
心
者
歓
迎
（
町
外

居
住
者
で
も
よ
い
）

六
、
会
費
　
四
百
円
（゚
諾
食
付
）

七

。
そ
の
他
評
細
は
公
民
館
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

鈴
虫
の

づ
ど
い

昨

年

八

月

二

十

三

日

公

民

館

二

階

て

、

鈴

虫

を

聴

く

の

会

を

開

き

ま

し

た

と

こ

ろ

。

出

品

点

数

五

十

点

、

そ

の

美

声

が

街

道

に

ま

で

流

れ

、

道

ゆ

く

人

の

足

を

と

ど

め

る

ほ

ど

て

し

た

。

今

年

は

今

か

ら

準

備

し

て

Ｉ

肩

盤

ん

に

し

厳

し

・
い

人

生

に

、

潤

を

あ

た

え

る

よ

う

、

よ

い

趣

味

の

会

を

つ

く

り

た

い

と

思

い

ま

す

回

好

の

皆

様

の

御

参

集

を

お

待

ち

致

し

ま

す

、

日

時
　

２

月
2
8

日

午

後

１

時
3
0

分

場

所
　

町

民

福

祉

セ

ン

焉

１

内

容

は

鈴

虫

の

会

の

発

足

の

相

談

と

、

飼

育

の

話

し

合

い

で

す

。

当

日

は

ぽ

丱

高

校

安

斎

三

郎

先

生

の

御

指

導

が

あ

り

ま

す

。

ま

た

鈴

虫

が

生

れ

た

ら

、

差

し

上

げ

る

特

赱

の

方

も

お

り

ま

す

の

で

。

未

経

験

の

力

て

も

趣

味

の

お

も

ち

の

■Ｉ

か『
1
1
1
1
1
1
　
　

－－

‘Ｉ
　

Ｉ
‘
９！

！

・

λ

は

是

非

お

出

か

け

下

さ

い

、

国見町 ボーイスカウト隊員募集

日本ボーイ.スカウト福島第53団

（!） 少年隊　 若干名

小学４年生より中学３年生まで
（2） 年少隊　 若千名

小学１年生より３年生まで
(i)対象地域国見町内の小中学生

(i)申込みは２月末日まで団事務局へ

(i)仮入隊は３月上旬頃
(1)必要経費制服代(年 少)約3 , 000円

(少年)約4 , 000円入隊時の備品購

入資金寄付金1 . 000円育成会費(月300

円)隊の活動費用をふぐむ

くわしくは団事務局へご連絡ください
ボ ーイ スカ ウト団 事 務局

藤 田 保育 所 内 大 沼　 勉

電 話　 ２　３　７　４

有線　 ３　９　６　３

団指導者養成 （若千名）

男子18才以上　　女子15才以上

ボーイスカウトを理解し奉仕できる方
ご連絡ください。

あ り が と う ご ざ い.ま し た
歳末たすけあい運動は去る12月１日より20日まで行なわれました

が、みなさんの絶大なるご協力で多 大の温い義援金が寄せられまし

た。共同募金会国見町分会ではさ っそく民生委員を通じ370 名の方

に贈りました。運動の結果を次のとおりご報告いたします。

昭和45年度歳末たすけあい義援金配分内訳

募金目標額258 , 500円　実績額261 .527円　 配分金262.346円

(前年度繰越金819円を含む)

種　　　　　　　 別

披 保 護 世 帯 見 舞 金

要 保 護 世 帯 見 舞 金

配分金額 対象者
世帯数

配分金の基準

53 , 00047世帯
冂9人

3人まで1 , 000円
4人以上1 , 500円

95 . 00043世帯
132人

3人まで2 .000円
4人以上2 ､ 500円

災 害 被 災 者 見 舞 金 5. 圓 0
2世帯　13人まで2,000円
11人14 人以上2 , 500円

長期結核入院患 者 見 舞 金 22 , 000 22人 |人　1,000円

精神 病 入 院 患 者 見 舞 金 25 , 000 25人 力

不 遇 児 里 子 見 舞 金 2.000 2人 夕

母 子 寮 入 寮 者 見 舞 金 6 , 000 6人 夕

精薄児施 設入所 者 見 舞 金 2 , 000 2人 ク

肢 体不自由児施設入所者見
舞金

2 , 000 2人 夕

老人福祉施設入所者見舞金 4 , 000 4人 夕

養護 施 設 入 所 者 見 舞 金 1 , 000 1人 夕

盲ろ うあ児施設入所者見舞
金

2 , 000 2人 夕

救護 施 設 入 所 者 見舞 金 2,000 2人 夕

特別児童扶養手当受給者見
舞金 ・

6 , 000 6人 夕

種症在宅心身障害児（者）
見舞金

6 . 000 6人 夕

ね た き り 老 人 見 舞 金 28 , 000 28人 夕

緊 急 配 分 準 備 金 L346

合　　　　　　 計 262 , 34692世帯
370 人

収支差引残金なし　　　　上記のとおり報告いたします
昭和46年1月26日　共同募金会国見町分会長 国見町長 関 口 道 孝

ス
キ
ー
教
室

第
一
回
　
吾
妻
ス
キ
ー
場

と

第
二
回
　
岳
ス
キ
ー
場
で
の
ス

キ
ー
收
室
は
盛
況
の
う
ち
に
終
了

い
た
し
ま
し
た
、
公
民
館
で
は
第

三
回
・
第
四
圓
ま
で
計
画
し
て
お

り
ま
す
の
で
多
数
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

第
三
回
　

二
月
二
十
一
日

小
坂
ス
キ
ー
場

当
日
午
前
十
時
ま
で
現
地
に
集

合
し
て
下
さ
い
。

第
四
圓
　
三
月
七
日
（
日
）

山
形
蔵
王
ス
キ
ー
場

申
込
期
日
三
月
一
日
ま
で
、
打

ち
合
せ
会
三
月

二
日
午
後
七
時

町
民
福
祉

セ
ン

タ
ー

会
費
　
一
人
一
、
〇
〇
〇
円

定
員
　

五
十
五
名
　

定
員
に
な

り
し
だ
い
締
切
り
ま
す
。

お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す

（
一
月
中
に
亡
く
な
ら
れ
た
方
　
　

敬
称
略
す
）

死
亡
日
　

氏
　
　
　

名
　

年
令
　

住
　
　
　
　

涓

１
、
２
　

谷
津
　

キ
ク
　
　
8
7
　
　
貝
田
　
寺
脇
1
4

3
　
高
橋
　

千
治
　
　
7
8
　
　
鳥
取
　
宿

ノ
淀
3
0

1
0
　佐
藤
儀
三
郎
　
　
7
2
　
　
藤
田
　

堤
下
1
6

9
1］
　
寺
島
　

忠
吉
　
　
5
4
　
　
藤
田
　

藤
田
一
＝

の
了

2
6
　大
内
伝
重
郎
　
　
7
3
　
　
高
城
　
中
山
3

2
8
　村
上
　

長
蔵
　
　
6
1
　
　
徳
江
　

雷
神
前
4
6
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祉
セ
ン
タ
ー
は
全
館
暖
房
　

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

く
に
み



こんどこそ

き
れ
い
な
選
挙

五
つ
の
提
唱

わ
た
し
た
ち
は
常
時
政

治
に
つ
い
て
勉
強
し
、
特

に
選
挙
に
際
し
て
は
「
明

る
く
正
し
い
選
挙
」
の
実

現
に
努
力
し
た
つ
も
り
で

あ
り
ま
す

が
、
残
念
な
が

ら
選
挙
の
た
び
ご
と
に
黒

い
霧
問
題
が
お
こ
り
、
汚

名
を
天
下

に
さ
ら
し
て
き
ま
し
た

こ
ん
ど
こ
そ
き
れ
い
な
選
挙
を
実

行
し
て
ほ
ん
と
に
明
る
く
正
し
い

政
治
の
基
盤
と
す
る
た
め
、
再
び

「

五
つ
の
提
唱
」
を
す
る
次
第
で

あ
り
ま
す
。主

唱
者
一
同

『

よ
く
見
亠
よ
く
聞
き
。
よ

く
考
え
て
投
票
し
ま
し
ょ
う

演
説
会
や
テ
レ
ビ
放
送
、
選
挙

公
報
な
ど
に
よ
っ
て
候
補
者
の
政

見
や
人
が
ら
を
よ
く
見
わ
け
聞
き

わ
け

、
特
に
日
頃
の
政
治
活
動
や

社
会
生
活
に
至
る
ま
で
よ
く
見
よ

く
聞
い
て
、
わ
た
し
自
身
で
よ
く

考
え
て
投
票
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。二

、
選
挙
法
を
守
ら
な
い
候
補

者
は

ボ
イ
コ
ッ
ト
し

ま
し
ょ

戸
別
訪
問
を
し
た
り
、
買

収
供

応
を
す
る
ご
と
は
禁
じ
ら
れ
て
い

ま
す
。
選
挙
法
と
い
う
き
ま
り

が

あ
る
限
り
、
こ
れ
に
従
う
り
が
当

然
で
す
。
ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
選

手
は
全
部
オ
ミ
ッ
ト
さ
れ
ま
す

。

反
則
者
は
負
け
に
な
り
ま
す
。

わ

た
し
た
ち
は
公
正
な
審
判
員
と
し

て
、
違
反
者
は
選
挙
し
な
い
こ

と

に
し
ま
し
ょ
う

三
、
私

た
ち
の
代
表
の
活
動
を

常
に
兒
守
り
ま
し
ょ
う

政
治
の
主
役
は
い
つ
も
わ
れ
わ

れ
町
民
で
あ
り
、
県
民
で
あ
り

、

国
民
で
あ
り
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
の

代
理
と
し
で
委
託
し

た
議
員
で

あ

る
限
り
、
・
刀
れ
わ
れ
は
常
に
議
員

を
応
接
し
、
監
視
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
万
二

議
員
と
し
て
の
任

務
を
果
さ
ず
、
或
は
議
員
と
し
て

ふ
さ
わ
し

が
ら
ぬ
こ
と
が
あ
っ
た

場
合
そ
の
責
任
を
追
求
す
る
こ
と

も
あ
り
得
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

四
、
選
挙
に
か
ら
む
祝
儀
、
花

輪
な
ど
は
辞
退
し
ま
し
ょ
う

冠
婚
葬
祭
や
各
種
の
集
会
に
際

し
、
よ
く
選
挙
に
か
ら
む
と
思

わ

れ
る
祝
儀
や
花
輪
な
ど
が
届
け
ら

れ
、
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。
「
議
員

が
出
す
か
ら
も
ら
う
の
だ
≒

と
か

「
選
挙
民
が
要
求
す
る
か
ら
出
す

の
だ
」
と
、
ど
ち
ら
で
も
責
任
の

な
す
り
合
い
を
し
て
い
る
そ
う
で

す
が
、
そ
の
中
介
者
に
自
粛
し

て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

わ

れ
わ
れ
は
、
議
員
さ
ん
た
ち
に
な

る
べ
く
無
駄
な
お
金
を
つ
か
わ
せ

た
く
な
い
の
で
す
。

五
、
議
員
等
に
祭
り
や
団
体
旅

行
な
ど
の
寄
付
を
ね
だ
ら
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

議
員
さ
ん
た
ち
は
議
員
と
し
て

の
任
務
を
果
た
す
た
め
に
多
く
の

経
費
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
余
分

の
金
は
な
る
べ
く
か
け
た
く
な
い

の
で
す
。
し
か
し
ま
た
、
あ
の
時

お
せ
わ
に
な
っ
た
と
か
、
次
に
ま

た
お
せ
わ
に
な
る
と
い
う
こ
と
を

考
え
る
と
、
や
は
り
選
挙
民
に
対

し
て
頭
が
あ
が
り
ま
せ
ん
。
そ
の

弱
み
に
つ
け
こ
ん
で
旅
費
や
飲

み

し
ろ
お
み
や
げ
な
ど
を
せ
び
る
と

い
う
の
は
ま
こ
と
に
卑
法
な
こ
と

で
あ
り
汚
な
い
行
為
で
す
。
た
と

え
議
員
か
ら
出
さ
れ
て
も
断
呼
こ

れ
を
つ
き
返
し
ま
し
ょ
う
。

（
若
干
舌
足
ら
ず
で
誤
解
を
招
く

お
そ
れ
も
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す

が
、「
意
の
あ
る
と
こ
ろ
を
ご
諠

承
く
だ
さ
い
。
－

鈴
木
」

匸

よ
く
見
、
よ
く
聞
き
、
よ
く
考
え
て
、
投
票

し
ま
し

一
、
選
挙
法
を
守
ら
な
い
候
補
者
は
、
ボ
イ
コ

ッ
ト
し

ま

し
よ
う

匸

私
た
ち
の
代
表
の
活
動
を
、
常
に
見
守
り

宜
し
よ

う

匸

選
挙
に
か
ら
む
祝
儀
、
花
輪
、
な
ど
は
辞
退
し

ま
し

て

議
員
等
に
祭
り
や
、
団
体
旅
行
な
ど
の
寄
付
を

ね
だ

ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
よ
う

主
唱

国

見

町

選

挙

管

理

委

員

会

国
見

町
明
る
く
正
し
い
選
挙
推
進
協
議
会

国

見

町

婦

人

団

体

連

絡

協

議

会

国
　
　

見
　
　

町
　
　

公
　
　

民
　
　

館

町
の
歴
史
を
語
乃
名
主
文
書

わ
た
く
し
た
ち
の
郷
土
国
見
町

は
む
か
し
十
六
の
村
々
か
ら
成
り

こ
れ
ら
の
村
々
に
は
そ
れ
ぞ
れ
名

主
と
い
う
村
長
さ
ま
が
こ

れ
を
治

め
て
い
ま
し
た
。
い
ま
区
長
さ
ん

の
と
こ
ろ
に
保
存
さ
れ
て
い
る
ぼ

う
大
な
古
文
書
を
見
る
と
、
そ
の

当
時
の
政
治
、
経
済
、
教
育
、
文

化
な
ど
、
世
の
中
の
こ
と
が
よ
く

わ
か
り
ま
す
。

一
月
二
十
三
日
、
福
祉
セ
ン
タ

ー
で
郷
土
史
研
究
講
演
会
を
開
き

福
島
市
史
編
纂
室
長
大
村
三
良
先

生
の
お
話
を
お
き
き
し
ま
し
た
。

そ
の
と
き
会
場
に
展
示
し
た
古
文

書
の
一
部
を
次
に
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
解
説
は
福
島
工
業
高
等
学
校

梅
宮
博
先
生
に
お
願
い
し
ま
し
た

持
高

藤
田
村

宗
門
御
改
帳

人
別

宝
暦
五
年
亥
二
月

一
般
に
宗
門
帳
或
は
宗
門
人
別

帳
と
呼
ば
れ
、
禁
止
さ
れ
て
お
っ

た
キ
リ
ス
ト
教
の
信
者
が
い
な
い

こ
と
を
確
認
し
、
す
べ
て
の
人
々

が
特
定
の
お
寺
に
登
録
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
確
か
め
ま
す
。
併
せ
て

家
族
毎
の
人
口
の
変
動
も
こ
れ
で

調
べ
ま
す
。
こ
れ
は
毎
年
行
な
わ

れ
た
調
査
で
す
が
、
各
家
の
持
高

ま
で
記

さ
れ
て
あ
り
ま
す
の
で
た

い
へ
ん
貴
重
な
史
料
で
す
。

当

辰

五

人

組

御

改

帳

伊
達
郡
藤
田
村

慶
応
四
年
辰
一
ご
月

・

封
建
時
代
の
行
政
の
単
位
は
村

で
あ
り
ま
し
た
が
、
し
か
し
そ

の

下
に
、
五
軒
位
ず
つ
を
隰
位
と
す

る
五
人
組
を
組
織
さ
せ
、
生
活
全

般
に
つ
い
て
、
特
に
年
貢
が
確
実

に
規
定
通
り
に
納
め
ら
れ
る
よ
う

連
帯
責
任
制
と
し
ま
し
た
。

毎
年
名
主
の
所
に
全
村
民
が
集

め
ら
れ
、
五
人
組
の
規
則
を
読
み

聞
か
せ
ら
れ
て
、
そ
れ
を
守
る
こ

と
を
申
合
わ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

伊
達
郡
西
根
之
内

西
大
窪
村
御
検
地
帳

延
宝
二
申
年

封
建
時
代
を
支
え
る
土
台
は
年

貢

が
確
実
に
納
ま
る
こ
と
で
す
。

そ
の
最
も
大
切
な
年
貢
を
確
実
に

取
る
た
め
に
は
土
地
の
面
積
を
明

ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

そ
の
た
め
、
土
地
を
測
る
役
人
を

派
遣
し
て
各
村
毎
に
可
な
り
精
密

な
土
地
の
基
本
台
帳
を
作
り
ま
し

た「

こ
れ
は
延
宝
期
に
実
施
さ
れ

た
も
の
で

、
こ
れ
を
検
地
帳
と
よ

び
ま
す
。
現
在
の
田
畑
面
積
の
基

準
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

年

々
御
改
新
田
帳

伊
達
郡
西
大
窪
村

右
の
検
地
帳
が
作
ら
れ
て
以
降

も
新
田
の
開
拓
は
行
な
わ
れ
ま
す

そ
こ
で
新
田
検
地
が
必
要
に
な
り

新
田
と
し

て
登
録
さ
れ
ま
す
。
新

田
は
本
田
に
対
し
て
可
成
り
年
貢

は
安
く
定
め
ら
れ
ま
す
が
、
年
が

た
つ
匹
つ
れ
て
本
田
と
同
じ
よ
う

に
高
く
定
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
行
き
ま
ず
。
。

西
根
森
山
村

子
歳
御
年
貢
可
納
割
付

年
貢
を
納
め
る
こ
と
は
農
民
の

最
大
の
義

務
で
し

た
が
、
こ
れ
は

ま
ず
役
所
か
ら
村
役
所
（
名
主
）

の
と
こ
ろ
に
村
全
体
の
納
め
高
が

示

さ
れ
、
そ
れ
を
名
主
が
各
戸
に

割
当
て
ま
す
。
こ
れ
は
代
官
か
ら

直
接
ぎ
だ
も
の
で
胼
貢

の
割
符
と

い
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
は
田
畑

の
年
貢
の
外
に
あ
ら
ゆ
る
物
産
に

対
す
る
税
金
が
含
ま
れ
て
お
り
ま

す
。
尚
現

物
で
な
く
、
銭
で
納
め

る
面
も
相
当
に
あ
り
ま
し
た
。

嘉
永
元
申
よ
り
已
拾
ヶ
年
分

皆
　

済
　

目
　

録
　

写

伊
達
郡
藤
田
町

割
り
付
け
ら
れ
た
年
貢
を
閧
違

い
な
く
全
部
納
め
ま
し
た
と
い
う

の
が
皆
済
目
録
で
す
。

こ
う
し
て
、
苦
し
い
中
で
も

キ

チ
ン
キ
チ
ン
と
年
貢
は
納
め
た
わ

け
で
す
が
、
ど
う
し
て
も
納
め
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
る
と
、
代
官

に
お
願
い
を
し
た
り
、
そ
れ
で
も

聞
き
入
れ
ら
れ
な
い
と
、
い
わ
ゆ

る
百
姓

匸
揆
な
ど
を
お
こ
し
て
、

代
官
、
領
主
と
対
抗
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

五
ヶ
年
定
免
御
請
証
文

小
前
連
印
帳

伊
達
郡
藤
田
村

年
貢
は
毎
年
取
ら
れ
、
五
公
五

民
と
い
っ
て
取
れ
高
の
半
分
取
ら

れ
る
こ
と
が
普
通
で
し
た
が
、
取

り
方
と
し
て
毎
年
の
収
穫
を
調
べ

る
こ
と
は
大
変
で
す
。
’
そ
こ
で
、

定
免
制
と
い
っ
て
、
五
年
と
か
十

年
間
と
か
の
納
め
高
を
一
定
に
す

る
こ
と
を
役
所
か
ら
命
ぜ
ら
れ
ま

す
。
こ
こ
で
五
年
定
免
を
村
民

が

承
知
し
た
わ
け
で
す
。

但
し
、
三
割
以
上
の
凶
作
の
年

に
は
あ
ら
た
め
て
調
査
を
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
収
穫

は
い
く
ら
あ
っ
て
も
取
ら
れ
る
の

は
同
じ
で
あ
っ
た
の
で
、
精
農
は

こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
か
ら
富
裕
に

な
る
キ
ツ
カ
ケ
が
あ
り
ま
し
た
。

去
卯
村
人
用
書
上
帳

封
建
時
代
の
村
を
扈
営
す
る
の

に
も
色
々
と
費
用
は
必
要
で
あ
り

ま

し
た

。
役

人

の
接

待
、

堰

の

普

請

と
か

修

繕
、
年

貢

の

事
務

そ

の

他

の
費
用

が
か

か
る

の
で

、

そ

れ

を
各

農

民
に

割
当

て

な
け

れ

ば

な

ら
な

い
訳

で
す

が
’、ご
慶

応

四

年

に

は
そ

の
費

用

と
し

て
、

持

高

一
石

（
約

一
反

歩
）

に
つ

い
て

米

二
合

四

勺

、
永

（

永
銭

）
四

十

六
文

二

分

が

割
当

て
ら

れ

て

お
り

ま
す

。

人

夫

は
こ

れ
ら

の

外
に

課

さ
れ

た

わ
け
で

す

。

御
進
発
御
用
途
上
納
更
帳

役
元

内
容
に
つ
い
て
記
載
し
て
あ
り

ま
せ
ん
が
、
代
官
か
何
か
が
任
地

を
離
れ
て
ど
こ
か
へ
行
く
場
合

に

そ
の
費
用
を
課
し
た
も
の
で
す
。

農
民
は
こ
う
ゆ
う
も
の
と
か
大
名

な
ど
の
通
る
場
合
の
助
郷
役
な
ど

年
貢
以
外

に
も
様
々
の
負
担
を
課

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
の

遠
足
旅
行
に
思
う

老
人
ク
ーフ
ブ
の
大
切
な
事
業
の

一
つ
に
旅
】け
と
遠
足
が
あ
る
。
こ

れ
は
老
人
の
引
っ
こ
み
が
ち
な
気

持
を
ひ
き
た
た
せ
、
会
員
相
互
の

親
し
み
を
深

め
る
の
に
非
帯
に
灯

効
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
ど
こ
の
ク

ラ
ブ
で
も
実
施
し
て
い
る
と
思
う

が
、
大
切
な
注
意
事
項
が
投
げ
や

り
に
さ
れ
て
。い
て
は
効
果
が
半
減

ど
こ
ろ
か
、
却
っ
て
弊
害
を
伴
な

う
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
の
で

蛆
少
限
度
守
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と

を
略
記
し
て
み
る
。

一
、
ど
ん
な
ク
ラ
ブ
員
で
も
参
加

で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
経

済
的
に
も
健
康
上
か
ら
も
無
理

の
な
い
計
画
で
あ
る
こ
と
。

二
、
ク
ラ
ブ
の
集
団
と
し
て
の
行

勵
が
と
れ
る
準
備
が
必
要
で
あ

る
、
幾
つ
か
の
班
に
分
け
、
な

る
べ
く
若
い
人
に
班
長
に
な
り

統
率
し
て
も
ら
う
。

三
、
遠
足
な
り
旅
行
な
り
が
、
単

な
る
遊
山
で
終
ら
な
い
よ
う
に

は
っ
き
り
し
た
目
標
を
定
め
て

そ
の
目
標
に
そ
う
よ
う
努
め
る

四
、
実
地
見
学
や
、
旅
行
先
き
の

ク
ーフ
グ
と
の
交
流
を
す
る
こ
と

が
大
切
だ
が
、
そ
れ
に
は
事
前

に
十
分
な
交
渉
を
し
て
お
く
。

五
、
ク
ーフ
ブ
の
遠
足
や
旅
行
は
欲

張
っ
た
計
画
を
立
て
ず
に
、
ぐ

ん
と
ひ
か
え
目

に
す
る
こ
と
。

六
、
保
健
婦
さ
ん
か
看
護
婦
さ
ん

に
同
行
し
て
も
ら
う
こ
と
ノ

も

し
出

来
る
こ
と
な
ら
、
公
民
館

の
主
事
さ
ん
と
か
、
青
年
団
の

役
員
の
よ
う
な
若
い
人

に
も
同

行
し
て
も
ら
う
こ
と
。

七
、
遠
足
な
り
旅
行
な
り
が
終

っ

た
ら
、
必
ず
反
省
会
を
も
っ
て

良
か
っ
た
点
、
悪
か
っ
た
点
を

確
認
し
て
お
く
こ
と
。

八
、
乗
物
の
中
や
休
憩
圸
で
の
エ

チ
ケ
ッ
ト
を
守
り
、
特
に
よ
っ

ぱ
ら
い
や
公
衆
に
迷
惑
な
放
談

座
席
独
占
、
ご
み
の
投
げ
や
り

な
ど
つ
つ
し
む
こ
と
。

以
上
最
少
限
度
の
最
重
要
注
意

事
項
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
う
い
う

こ
と
は
幹
部
や
リ
ー
グ
・一

だ
け
で

考
え
ず
、
ク
ラ
ブ
員
に
は
か
っ
て

全
員
に
徹
底
し
な
く
て
な
ら
な
い

全
員
参
加
で
き
る
も
の
と
い
っ

て
も
全
員
参
加
せ
よ
と
い
う
こ
と

で
は
な
い
。
か
ら
だ
に
異
常
あ
る

者
は
必
ず
医
師
に
相
談
し
、
そ
の

指
示
を
受
け
る
べ
き
で
あ
る
。

次
に
経
費
の
面
だ
が
、
旅
行
に

ク
ラ
ブ
か
ら
補
助
金
を
支
出
し
た

り
、
バ
ス
代
を
ク
ーフ
プ
で
も
っ
た

り
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
よ
う
だ

が
、
そ
ん
な
こ
と
を
す
る
か
ら
行

か
な
い
と
損
だ
な
ど
考
え
て
、
無

理
に
参
加
す
る
よ
う
な
こ
と
も
お

こ
る
の
で
は
な
い
か
。

ク
ラ

ブ
は

経
費
が
不
足
で
ク
ーフ
ブ
活
動
に
も

事
欠
く
と
い
い
な
が
ら
、
ど
う
し

て
そ
ん
な
と
こ
ろ
に
経
費
を
か
け

よ
う
と
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
か
ら
日
頃
の
ク
ラ
ブ
活
動

の
な
か
て
、
集
団
と
し
て
の
行
動

に
な
れ
て
い
な
い
老
人
を
、
多
勢

ひ
っ
ぱ
っ
て
歩
く
こ
と
は
無
謀
と

い
う
外
な
い
。
遠
足
や
旅
行

が
楽

し
く
、
役
に
た
つ
た
め
に
は
、
集

団

行
動
も
う
ま
く
や
る
こ
と
か
ら

の
み
生
れ
る
と
思
う
。
ま
た
、
何

の
日
標
も
な
し
に
、
遊
山
気
分
で

歩
い
て
い
れ
ば
、
統
率
は
乱
れ
る

し

、
危
険
も
と
も
な
う
で
あ
ろ
う

（

鈴

木

）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
一
月
中
出
生
届
を
さ
れ
た
方
　
敬
称
畧
す
）

出
生
日
　

氏
　
　
　

名
　
　

親
名
と
続
柄
　
庄
　
所

1
2、
2
3
　高
野
梨
架
子
　
　

繁
治
の
長
女
　
小
坂
　
小
坂
1
0

ふ
　

岡
崎
　
義
弘
　
　

勝
男
の
長
男
　

西
大
枝
入
ノ
内
４

。
2
4
　八
巻

’
直
子
　
　

民
栄
の
長
女
　

徳
江
　
北
久
儼
口

2
6
　玉
手
奈
緒
子
　
　

正
平
の
長
女
　
西
大
技
竹
ノ
内
1
3

ク
　
遠
藤
　

敬
子
　
　

誠
次
の
長
女
　
光
明
寺
浜
井
場
1
7

2
7
　矢
部
　

大
輔
　
　

輝
雄
の
長
男
　

山
崎
　
北
古
舘
８

夕
　
実
沢
千
賀
子
　
　

和
男
の
２
女
　
徳
江
　
佐
野
台
2
9

1
、２
　

鴨
田
　
正
一
　
　
　一
男
の
長
男
　
内
谷
　
西
1
3

4
　
鈴
木
　
利
幸
　
　

久
利
の
２
男
　
森
山
　
宮
前
2
8

6
　

後
藤

由
希
子
　
　

功
　
の
長
女
　

泉
田
　
平
林
!
4の
ｉ

″

菊
地
　

賢
治
　
　

孝

Ｔ
の
２

男
　
塚
野
目
沢
６

７
　

宇
佐
美
貴
子
　
武
比
古
の
長
女
　

藤
田
　
太
子
堂
3
2

″
　
野
村
　

政
情
　
　

春
吉
の
２
男
　
小
坂
　
北
寤
4
5

″
　
佐
々
木
孝
宏
　
　

正
子
の
２
男
　
石
母
田
四
斗
蒔
５

ｍ
　

古
内
　

育
子
　
　

清
明
の
長
男
　
藤
田
　
宮
前
１
の
１

月
　

佐
藤
　
千
春
　
　

武
　
の
２
女
　

山
崎
　
南
町
田
2
2

1
2
　高
橋
　
　

忍
　

八
千
代
の
長
女
　

山
崎
　
水
門
1
4

1
3
　秦
　
　

明
美
　
　

経
夫
の
２
女
　

藤
田
　
日
渡
三
2
2

ほ
‥
　
仲
野
　
　

誠
　
　

栄
助
の
？

男
　
蹶
野
目
中
沢
2
9

叮
　

佐
野
　

浩
子
　
栄
三
郎
の
長
女
　
徳
江
　
雷
神
前
3
5

ク
　
黒
田
友
紀
子
　
　

義
治
の
長
女
　

泉
Ⅲ
　
寺
の
前
1
5

々
　
遠
藤
　

清
美
　
　

英
清
の
長
女
　

藤
田
　
宮
前
1

1
8
　玉
手
　

宏
治
　
　

忠
七
の
長
男
　
西
大
枝
竹
ノ
内
Ｇ
　

。

2
1
　佐
藤
　
幸
男
　
　

国
男
の
２
男
　

藤
田
　
沢
田
二
４
の
1
8

2
3
　佐
藤
　

善
輝
　
善
次
郎
の
長
男
　
石
母
田
国
見
前
1
6

④
　
選
ぶ
目
が
生
き
て

伸
び
ゆ
く
地
方
自
治
　
○
よ
く
え
ら
べ

㈲
日
の
郷
七
を
創
る
人
　
○
き
れ
い
な
選
挙

よ
い
村

よ
い
町

よ
い
郷
土
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